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1 年次教育実習プログラムの成果と課題の検討

―平成 23 年度教育実習Ⅰ受講生アンケートの結果から―
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要旨：本研究の目的は，岡山大学教育学部における 1 年次の教育実習プログラムの成果と課題の検討であった。

そのため，平成 23 年度の教育実習Ⅰ受講生 294 名を対象に実習後に調査を行った。その結果，（１）教育実践力

を構成する 4 つの力や附属学校園における実習目的の多くが達成されている，（２）4 つの力のうち「コーディネー

ト力」「生徒指導力」の達成度が特に高く，「学習指導力」の学校種ごとの学習指導の特徴や違いを説明すること

は達成度が低い，（３）附属学校園が掲げる目的のうち，観察して学ぶことの達成度が高いが，実際に児童生徒

と関わって学ぶことの達成度は低い傾向である，（４）実習中の実習生の取り組みに関しては，授業観察におい

て事実を観察，記録することは取り組めているが，解釈的な授業観察や，協議会での発言は十分取り組めていない，

の 4 点が主に示唆され，実習Ⅰの課題や不安に対する学生の自由記述と併せて結果が考察された。
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Ⅰ．問題と目的
　本研究の目的は，岡山大学教育学部における 1 年

次の教育実習プログラムにおける成果と課題を平成

23 年度教育実習Ⅰ受講生アンケート結果より検討す

ることである。

　教職志望学生は，大学に入学後，養成段階の 4 年

間を通して大学での講義や演習，さらには学校園を

場とするボランティアや教育実習，など様々なこと

を学びの場とし，教師として成長していく。その中で，

教育実習が教員養成カリキュラムにおいて重要な位

置づけを担っていることは周知の事実であり，教育

実習の意義として，例えば黒﨑（2001）によって「学

校教育の実際を総合的・体験的に学ぶこと」「教職へ

の意欲の喚起と使命感の自覚」など 5 点が指摘され

ている。そして現在の教員養成系大学・学部では，1
年次から積み上げ方式により教育実習を設定し，学

校現場において体験的に学べる機会と仕組みが構築

されている。 
　また，1 年次は教職志望学生にとって養成段階に

おける最初の学びの時期とも言えるが，教職志望学

生は入学前から既に教師や授業について多くの知

識を習得していることが知られている。すなわち，

Lortie(1975) によると学生は生徒の立場から約 1 万

3 千時間にも及ぶ教師の仕事の観察によって教師の振

る舞いや授業のあり方についての知識を既に得てい

るという。そして，深見（2011）は，このことを踏

まえた上で，自身の価値観や考え方を問い直すこと

が重要であり，自身の被教育体験によって形成され
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たそれらの問い直しを図る最初の舞台が大学における

養成段階の学びであると述べている。

　そういった意味で 1 年次の教育実習は教職への意

識や意欲を喚起すると共に今まで生徒の立場からしか

見てこなかった教職というものを初めて別の立場から

見ることができる貴重な機会と言え，1 年次の教育実

習の成果や課題，並びにあり方を検討していくことは

より質の高い教員養成に向け重要だと考えられる。

　このような中，岡山大学教育学部では 1 年次の教育

実習プログラムとして教育実習Ⅰが設けられている 1。

そして，実習Ⅰの目的として，①教育学部に入学した

学生に学校現場を体験することにより，教職への意欲

を喚起する，②教職へのスタートにあたって，大学 4
年間での自己教育課題をつかむきっかけを提供する，

③学校現場を体験することにより，多様な子どもの発

達過程や学校教育について実感する，の 3 点が設定

されており，1 年次に附属学校園の実際の教育を校種

ごとに 1 日ずつ計 4 日間体験することになっている。

　本稿では，平成 23 年度の 1 年次の教育実習Ⅰ受講

生を対象としたアンケート調査の結果を基に 1 年次

教育実習プログラムの成果と課題について考察するこ

ととする。

Ⅱ．方　法
１．調査内容と質問項目

　実習Ⅰプログラムの成果の検証を行う項目として，

以下のような項目を用いた。まず，岡山大学教育学部

が実習Ⅰで学生に身につけさせたい教育実践力を構成

する 4 つの力 2 を測定する項目として岡山大学教職実

践ポートフォリオより 16 項目用いた。また，実習校

である岡山大学附属の学校園が校種ごとに掲げている

目的を教育実習Ⅰの手引きより項目化し，計 15 項目

用いた。さらに，実習中の実習生の授業観察態度など

実習における実習生の具体的な取り組みを測定する項

目を大学教員数名で協議の上，18 項目用いた。

　また，実習生の教職志向性を測定する項目として，

教職志望度や教師への魅力感，教員採用試験の受験の

意志を問う項目を設けた。なお，これらの回答は全て

5 件法であった。

　最後に，附属学校園での観察・参加実習を行う際に，

困難や不安を感じた点やそのことへの改善案や意見な

どの自由記述欄を設けた 3。

２．調査時期・協力者

　2011 年に教育実習Ⅰを受講した教育学部生 1 年生

294 名（小学校教育コース 148 名，中学校教育コー

ス 84 名，養護教諭養成課程 31 名，幼児教育コース

15 名，特別支援教育コース 16 名）を対象に同年 6
月に調査を行った。

Ⅲ．結果と考察
１．実習Ⅰの達成度について

　実習生の実習Ⅰの達成度について検討する。その

ため，①実習生が全体的に実習Ⅰで達成して欲しい

事柄に関して達成できたと感じているのかどうか，

②達成して欲しい内容として設定している事柄の中

でより達成できたと感じる事柄やあまり達成できて

いないと感じる事柄はどのような事柄なのか，の 2
点を分析の観点においた。そして具体的な分析手順

として，各項目ごとに中央値である 3 を基準とする 1
サンプルのt 検定を行い（分析１），次に各項目ごと

に全体の平均値を基準値とした１サンプルのｔ検定

を行った（分析２）。

①教育実践力を構成する 4つの力に関して

　先述の観点で分析した結果をそれぞれ項目ごとに

示したのが Table1 である。

　実習Ⅰの達成度についてそれぞれ見ていくと，まず

測定した 16 項目のうちほとんどの項目において中央

値 3 以上で有意差が見られていることがわかる。こ

れは，実習Ⅰが実習生にとって少なからず意義のある

ものであると実習生が感じていることを表しており，

実習Ⅰの一定の効果を示唆するものであると言える。

　次に，達成度の高かった内容と低かった内容に関

して結果を見ていく。まず学習指導力のうち，「授業

実践の記録を詳細に取り，教師や幼児・児童・生徒

の様子を説明すること」のように，授業記録を事実

として取ることや教師や児童の様子を説明すること

は実習Ⅰを通して十分達成できる内容に分類されて

いた。しかし，「学校種ごとの学習指導や授業設計の

違いを説明すること」「学校種ごとの授業・学習指導

の特徴を具体的に説明すること」のような学校種ご

との授業の実際や設計の特徴を説明することは実習

Ⅰでは達成しにくいことが特徴として見出せる。

　次に，生徒指導力に関しては，「幼児・児童・生徒

と親しみをもって公平な態度で関わること」「教師が

子どもの生活をどのように観察し，働きかけている

かを理解すること」のような幼児・児童・生徒と親

しみをもって公平な態度で関わることや教師の子ど

もへの働きかけの理解に関する内容が特に達成しや

すいことが示唆された。また，生徒指導力の 4 項目

のうち，達成度が低い部分への分類は 1 項目もなさ
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れなかったことから，生徒指導力は実習Ⅰを通して比

較的身に付きやすい内容であると考えられる。

　次に「コーディネート力」は 4 項目中 3 項目が達

成度が高い内容に分類されたことから，実習Ⅰの成果

が最も出ている側面であることが示唆された。一方

で，残り 1 項目である「来校者の状況について，学校

種による違いを説明すること」は達成しにくいことが

示唆された。特にこの項目は全 16 項目中で最も得点

が低く，5 件法の中央値である 3 を大きく下回ってい

ることから，教育実践力を構成する 4 つの力の下位項

目 16 項目のうち，実習Ⅰで最も達成しにくい側面で

あることが窺える。これは各学校 1 日ずつという短期

間の実習では，そもそも来校者に出会う機会も少ない

ことが予想されるため，その上，学校種による違いを

説明することは困難であるということなのだろう。こ

の側面に関しては，実習事前事後指導も含め，説明を

加えるなど積極的に情報提供していく必要が考えられ

る。

　最後に，「マネジメント力」に関して記述する。「教

員としてふさわしい態度で実習し，教師になる夢をふ

くらませること」が達成しやすい内容に分類されてい

た。このことは，学生が教育実習Ⅰで実際の授業や子

ども，教師といった様々なことを観察したり，関わる

ことで教職への意欲が喚起されたこと，また実習Ⅰは

その側面への効果が特に強いことを意味しており，意

義深い結果と言えるだろう。一方で，「実際に観察し

た学級や学年で行っている教師の仕事についてきちん

と説明すること」「子どもの安全や健康に配慮した学

校環境の整備や工夫，それに伴う教育活動を観察する

こと」の 2 項目は実習Ⅰで達成しにくい内容として

分類された。こういった場面を観察する機会が短期間

の実習中では少ない，または観察や知る機会はあって

も説明できるところまで深まりにくいことも考えられ

る。
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②附属学校園が掲げる目的に関して

　次に附属学校園が掲げる実習Ⅰの目的について検討

する。なおここでは附属小学校，附属中学校が掲げる

目的を項目化したもののみを分析対象とする 4。

　先述の観点で分析を行った結果が Table2 である。

結果を見ると，附属中学校で掲げている「生徒の精神

的，身体的成長をみる中で，中学生の心理と身体の問

題を具体的に結びつけて考えること」が唯一 3 を下

回っているが，その他の項目については全体としては

達成できたと実習生が感じていることが示唆された。

このことより，附属学校園が掲げている目的は概ね達

成されていると言える。

　次に，達成度が高い内容と低い内容の分類結果を見

ていく。まず，「具体的な教師の指導活動を観察し，

その実践活動を理解すること【小学校】」「具体的な教

師の指導活動を観察し，中学校教育の特徴を理解する

こと【中学校】」のように小学校，中学校共に観察し

て学ぶことに関しては十分に達成できたと感じてい

た。一方で，「児童の生活実態をできるだけ詳しく観

察し，児童が自分で考え，行動できる部分と教師のか

かわりを必要とする部分を判断し，簡単なかかわりを

行うこと【小学校】」「小学校教育の目標，教育課程を

理解し，指導に参加するという体験をして指導方法を

学ぶこと【小学校】」のように実際に児童に関わった

り指導して学んだりするということは達成しにくい内

容であることが明らかになった。また，「児童について，
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その見方や接し方を学ぶこと【小学校】」「生徒につい

て，その見方や接し方を学ぶこと【中学校】」の 2 項

目は同じ子どもの見方や接し方を学ぶことを指してい

るが，小学校においては達成度が高い内容に分類され

た一方で，中学校においては達成度が低い内容に分類

されていた。生徒理解のための時間を特に中学校にお

いて十分用意していくことが重要になってくると考え

られる。

③実習Ⅰでの実習生の取り組みに関して

　ここでは，実習及び実習中における実習生の取り組

みについて検討するために設定した 18 項目について

検討する。先述の観点で分析を行った結果が Table3
である。結果を見ると，「同じクラスに配属された実

習生の中で率先してリーダー的な行動がとれた」「「導

入」「展開」「まとめ」といった場面展開を押さえて

観察記録をとった」が中央値 3 を下回っている，ま

たは中央値 3 と比較して有意差が得られていないが，

その他の項目に関しては，全体としては取り組めたと

実習生は感じていることが示唆された。

　次に，十分取り組めたと思う内容とそうでない内容
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を見ていく。十分取り組めたと感じている内容として

分類された「教師の発問と園児・児童・生徒の反応に

注目して，授業観察を行った」「教師の板書に注目して，

授業観察ができた」「複数の子どもの授業（保育）中

の様子や活動を記録した」は，授業観察において教師

の板書や発問や子どもの様子など事実に関することを

観察することや記録に取ることを表しており，事実を

しっかり観察，記録するということは比較的取り組め

ているという結果であった。また，「休憩時間や昼休

み等に自分から積極的に子どもとコミュニケーション

をとった」「同じクラスに配属された実習生と協力す

るなど積極的にコミュニケーションをとった」といっ

た，子どもや同じクラスの実習生とのコミュニケー

ションも積極的に取れていたという結果であった。こ

のことは，実習生が学校園において授業を事実のレベ

ルであるがきちんと観察し，子どもたちや実習生と積

極的に関わることが特にできていることを表している

と考えられる。

　一方，同じ授業観察においても，「「導入」「展開」「ま

とめ」といった場面展開を押さえて観察記録をとっ

た」「児童・生徒のノートやワークシートに注目して

授業観察を行った」「授業観察記録には，事実に加え，

疑問点や改善案など自分の意見を記述できた」のよう

な，授業場面を押さえることや子どものノートやワー

クシートを見ること，さらには見たことに対して自分

なりの意見を観察記録に残すことは相対的に見ると十

分取り組めていなかった。これはそもそも授業を見る

視点や授業の見方をほとんど学んでいないと考えられ

る学部 1 年の段階であるため，当然と言えば当然の

結果と言える。授業を見る視点や授業の見方等を今後

学ばせる必要があるだろう。また，「授業協議会では

受け身ではなく積極的に発言ができた」「同じクラス

に配属された実習生の中で率先してリーダー的な行動

がとれた」といった，授業協議会やクラスの中でのリー

ダー的行動に関することも十分取り組めていないよう

であった。実習生にとってこの段階で積極的に授業協

議会で発言することを求めるのは酷ということなのだ

ろう。しかし，授業協議会での発言の少なさには学生

が授業観察のやり方や視点を十分持ち合わせていない

ことが関係していると考えられるため，この段階で十

分取り組めないのは止む終えないとも言える。

２．調査協力者の教職志向性について

　ここでは，調査協力者が実習Ⅰを終えた段階で

どのような教職志向を持っているのかを検討する

（Table4）。まず，「どの程度教職に魅力を感じている

か」「教員採用試験を受験しようと考えているか」と

いう設問の回答を見ると，8 割弱がポジティブに回答

していた。一方，「どの程度教師になりたいと思って

いるか」という設問の回答を見ると，約 7 割がポジティ

ブに回答しているものの，約 2 割が迷っていると回

答している。大半の学生がポジティブな教職志向を

もっている一方で，教育実習Ⅰを終えた後でも迷いの

状態にある学生も 2 割程度いるという現状であった。

本調査では，実習Ⅰ前のデータを測定していないため，

実習Ⅰの直接的影響かどうかの考察には注意しなけれ

ばならないが，大半の学生が高い教職志向性をもって

いるという現状は実習Ⅰを終えた段階として望ましい

結果と言え，先述の結果と合わせて考えると教職意識

の醸成や意欲に少なからず教育実習Ⅰが影響している

のではないだろうか。今後は，この教職志向性が高い

学生に教師としての資質を引き続き適切に身につけさ
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せていくこと，並びに残りの学生，特に迷いを感じて

いる学生を教職に向けていくことが必要だろう。

３．実習Ⅰに対して学生が感じた困難や不安及びそれ

　　に対する改善案の自由記述

　ここでは，学生が記述した自由記述の中で特徴的

だったものを紹介し，教育実習Ⅰの改善に向けた基礎

資料とする。

　学生が実習Ⅰで感じた困難や不安に関する記述とし

てまず以下のような記述が見られた。

•	中学校の参加実習では，生徒と関わりを持つ機会が

なかったので小学校や幼稚園と比べて刺激が少なく

教員への意欲があまりかき立てられなかった。

•	中学校では生徒と関わる時間がなさすぎると思う。

のように子どもともっと関わる時間が欲しかったとい

う記述が見られた。先述の量的分析の結果にも表れて

いるように，それだけ子どもと直接関わる機会が学生

にとって有意義で教職への意欲を喚起するものにつな

がっていったということであろう。また，「子どもの

見方や接し方を学ぶこと」に関して，小学校において

は達成度を高く認知している内容に分類されたが，中

学校においては低く認知している内容に分類されてい

たが，このことの原因の一つに子どもと関わる時間が

十分にもてなかったということがあるのだろう。次に，

•	「教師の視点」というのが漠然としすぎていて具体

的になにを見ればいいのかがわかりづらかった。

•	初めて教育実習に行った日は，全く実習の経験がな

いため，ポートフォリオを読んでいてもどこをポイ

ントに子どもを観察すればいいのか不安だった。

•	観察記録をどう書けばよいか分からなかった。

•	「自由に見てもいいですよ」と先生に言われたが，

生徒たちの邪魔をしてはいけないと思ったので，な

かなか近寄りにくかった。  
というように授業観察視点や観察中の動きや立ち位置

も含め，授業をどのように見ればいいか分からないと

いった記述が見られた。授業観察に際しての具体的な

視点や授業記録の書き方について具体的に説明をして

おくことが必要だと考えられる。また，併せて授業記

録の仕方についても明確な方向性を見出せず戸惑って

いる様子が窺える。授業記録の仕方についても例えば

時間軸を設けて記録を取ると良いことなどの指標は提

供していく必要があると考えられる。

　もちろん，こういった自身の未熟さに気づき，今後

の学習の方向性を自覚できたという意味でこのことも

実習Ⅰの成果と考えることもできる。しかし，

•	具体的な指示が少なかったため，すこし不安だった。

また教師の難しさも改めて痛感し不安になった。も

う少しでもいいから明確な指示が欲しかった。自主

的に考えるレベルを超えていた気がした。

•	まだ何も学んでいない状況で現場に投入されるのは

ただの苦痛でしかない。ルールを知らずに練習や試

合はできない。もう少し時間が経ってから実習に行

かせるべき。

のように，指示の少なさやこの段階で実習に行くこと

が不安だという記述が何点も見られたことを踏まえる

と，その不安感を軽減していくための手立てを講じて

いく必要があると考えられる。

Ⅳ．まとめと今後の課題
　本研究の目的は，岡山大学教育学部における 1 年次

の教育実習プログラムにおける成果と課題を平成 23
年度教育実習Ⅰ受講生アンケート結果より検討するこ

とであった。教育実習Ⅰの達成度について検討した結

果，多くの側面で実習Ⅰの成果が見られ，特に授業

や子どもの事実を観察することや教職への意欲を向上

させることに成果が見られた。その一方で，解釈的に

授業を観察することや，授業場面を押さえるといった

授業観察は十分できなかったことが示唆された。こう

いった授業観察の側面は今後，大学での講義や 3 年

の主免実習等で十分学べると考えられるため，この段

階で学んでおくべきことかどうかの議論は慎重になら

ないといけないが，学生の自由記述を通した意見を踏

まえると実習Ⅰの充実と同時に事前の学びの機会と仕

組みを拡充させた上で実習Ⅰに取り組ませることを検

討していく必要があるのかもしれない。

　最後に本研究の課題について述べる。本研究は実習

Ⅰ事後の 1 回のみの回想的調査であるため，教育実

習Ⅰの成果を検討する上で注意が必要である。すなわ

ち，不当に高く成果を認知している可能性を否定でき

ない。今後は実習Ⅰ前後の変容データでもった検討も

併せて必要になってくるだろう。また，専攻や副専

攻，附属校種ごとの差異を含めた形であるため，結果

の過度の一般化には留意しなければならない。今後は

測定法の工夫も含めたさらなる知見の蓄積が必要であ

ろう。
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1 年次教育実習プログラムの成果と課題の検討

注
1.	 正式には 2 年次の特別支援学校での実際の教育

を 2 日間体験することも含めて教育実習Ⅰとしてい

る。（なお，この 2 日間は介護等体験 7 日間のうち

の 2 日間を兼ねている。）

2.	 4 つの力とは，①学習状況の把握力，②授業設計

力，③授業実践力，④授業の分析・省察力，からな

る「学習指導力」，①子どもの発達的特徴を理解す

る力，②子どもの生活の実態を理解する力，③コミュ

ニケーション力，④学校・学級での生活を指導する

力，からなる「生徒指導力」，①実習生同士で協働

する力，②実習校の教職員とつながる力，③協力者・

連携機関を理解する力，④保護者，地域とつながる

力，からなる「コーディネート力」，①セルフマネ

ジメント力，②専門職マネジメント力，③学級・学

年マネジメント力，④学校マネジメントを理解する

力，からなる「マネジメント力」を指す。

3.	 なお，調査用紙にはこれらの内容以外に，実習生

の大学生活満足度などその他の質問項目も同時に含

まれているが，本論文ではこの点は分析対象外とし

たためこの点に関しては詳細を記載していない。

4.	 ここで附属小学校，附属中学校の目的のみを分析

対象としているのは，その他の校種においては，実

習時期の関係で，分析をするにあたっての十分な回

答を得ることが困難であったためである。
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